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平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

規
　
則

◯
秋
田
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
四
・
学
術
振
興
課
）

◯
秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
三
五
・
学
術
振
興
課
）

◯
秋
田
県
立
大
学
大
学
院
学
則
（
三
六
・
学
術
振
興
課
）

◯
秋
田
県
立
大
学
評
議
会
規
則
（
三
七
・
学
術
振
興
課
）

訓
　
令

◯
許
認
可
等
事
務
処
理
日
数
設
定
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
八
・
総
務
課
）

秋
田
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
三
十
四
号

秋
田
県
立
大
学
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
大
学
学
則
（
平
成
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則

第
一
節
　
目
的
等
（
第
一
条
―
第
六
条
）

第
二
節
　
運
営
組
織
（
第
七
条
―
第
二
十
三
条
）

第
三
節
　
学
年
、
学
期
及
び
休
業
日
（
第
二
十
四
条
―
第
二
十
六
条
）

第
二
章
　
学
部
通
則

第
一
節
　
修
学
年
限
及
び
在
学
年
限
（
第
二
十
七
条
・
第
二
十
八
条
）

第
二
節
　
入
学
（
第
二
十
九
条
―
第
三
十
七
条
）

第
三
節
　
授
業
科
目
、
履
修
方
法
等
（
第
三
十
八
条
―
第
四
十
三
条
）

第
四
節
　
休
学
、
復
学
、
転
学
、
転
学
部
、
転
学
科
、
留
学
、
退
学
及
び
除
籍
（
第
四
十
四
条

―
第
五
十
一
条
）

第
五
節
　
卒
業
、
学
位
及
び
教
育
職
員
免
許
（
第
五
十
二
条
―
第
五
十
三
条
の
二
）

第
六
節
　
授
業
料
等
（
第
五
十
四
条
）

第
七
節
　
福
利
厚
生
施
設
（
第
五
十
五
条
）

第
八
節
　
賞
罰
（
第
五
十
六
条
・
第
五
十
七
条
）

第
九
節
　
研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生
及
び
外
国
人
留
学
生
（
第
五

十
八
条
―
第
六
十
三
条
）

第
三
章
　
共
同
研
究
及
び
受
託
研
究
（
第
六
十
四
条
）

第
四
章
　
大
学
開
放
（
第
六
十
五
条
）

第
五
章
　
補
則
（
第
六
十
六
条
）

附
則

第
一
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
一
節

目
的
等

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
大
学
院
）

第
三
条
の
二

本
学
に
大
学
院
を
置
く
。

２

大
学
院
の
学
則
は
、
別
に
定
め
る
。

「
第
二
章
　
運
営
組
織
」
を
削
る
。

第
七
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

運
営
組
織

第
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
八
条

削
除

第
十
九
条
第
三
項
第
五
号
中
「
退
学
」
の
下
に
「
（
第
七
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、

同
項
中
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

七
　
学
生
の
賞
罰
に
関
す
る
事
項

八
　
学
位
に
関
す
る
事
項

「
第
三
章
　
学
年
、
学
期
及
び
休
業
日
」
を
削
る
。

第
二
十
四
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
三
節

学
年
、
学
期
及
び
休
業
日

「
第
四
章
　
修
業
年
限
及
び
在
学
年
限
」
を
削
る
。

１

規
　
　
　
　
　
　
則



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

第
二
十
七
条
の
前
に
次
の
章
名
及
び
節
名
を
付
す
る
。

第
二
章

学
部
通
則

第
一
節

修
学
年
限
及
び
在
学
年
限

「
第
五
章
　
入
学
」
を
削
る
。

第
二
十
九
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
二
節

入
学

第
三
十
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
高
等
学
校
に
二
年
以
上
在
学
し
た
者
（
こ
れ
に
準
ず
る
者
と
し

て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
別
に
定
め
る
分
野
に
お
い
て
特
に
優
れ

た
資
質
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
本
学
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
第
六
章
　
授
業
科
目
、
履
修
方
法
等
」
を
削
る
。

第
三
十
八
条
第
一
項
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
別
に
区
分
し
て
定
め
る
も

の
と
す
る
。

一
　
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
単
位
数
を
卒
業
の
認
定
の
た
め
に
修
得
が
必
要
な
単
位
数
の
う
ち
に

加
え
る
こ
と
が
で
き
る
科
目
（
以
下
「
卒
業
単
位
認
定
科
目
」
と
い
う
。
）
で
そ
の
履
修
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
「
必
修
科
目
」
と
い
う
。
）

二
　
卒
業
単
位
認
定
科
目
で
選
択
に
よ
り
そ
の
履
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
（
以
下
「
選
択

科
目
」
と
い
う
。
）

三
　
選
択
に
よ
り
履
修
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
卒
業
単
位
認
定
科
目
と
は
な
ら
な
い
科
目

（
以
下
「
自
由
科
目
」
と
い
う
。
）

第
三
十
八
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
三
節

授
業
科
目
、
履
修
方
法
等

「
第
七
章
　
休
学
、
復
学
、
転
学
、
転
学
部
、
転
学
科
、
留
学
、
退
学
及
び
除
籍
」
を
削
る
。

第
四
十
四
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
四
節

休
学
、
復
学
、
転
学
、
転
学
部
、
転
学
科
、
留
学
、
退
学
及
び
除
籍

「
第
八
章
　
卒
業
、
学
位
及
び
教
育
職
員
免
許
」
を
削
る
。

第
五
十
二
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
五
節

卒
業
、
学
位
及
び
教
育
職
員
免
許

第
五
十
三
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

学
位
の
授
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

「
第
九
章
　
授
業
料
等
」
を
削
る
。

第
五
十
四
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
六
節

授
業
料
等

「
第
十
章
　
福
利
厚
生
施
設
」
を
削
る
。

第
五
十
五
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
七
節

福
利
厚
生
施
設

「
第
十
一
章
　
賞
罰
」
を
削
る
。

第
五
十
六
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
八
節

賞
罰

「
第
十
二
章
　
研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生
及
び
外
国
人
留
学
生
」
を

削
る
。

第
五
十
八
条
の
前
に
次
の
節
名
を
付
す
る
。

第
九
節

研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生
及
び
外
国
人
留
学
生

第
五
十
九
条
第
三
項
中
「
入
学
は
、
学
期
ご
と
に
許
可
す
る
」
を
「
履
修
期
間
は
、
一
年
以
内
の

期
間
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
三
章
を
第
三
章
と
し
、
第
十
四
章
を
第
四
章
と
し
、
第
十
五
章
を
第
五
章
と
す
る
。

「

「

２

単
　
位
　
数

必
修二二二二

選
択二二二二二

単
　
　
位
　
　
数

必
修二二二二

選
択二二二二二

自
由



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

「

別
表
第
三
号
　
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

３

二二二二二

二二二二二二二二二二二二

二二二二二

二二二二二二二二二二二二

二二二二二二二二

二二二二二二二二二

二二二二二二二二

二二二二二二二二二

卒
業
論

（一）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

」

」

「
を

」

」

に
改
め
る
。

「

「

４

四四二

二二二二二二

四四二

二二二二二二

文

八
五
二

六
二

六
四

一
一
四

卒
業
論
文

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

八
五
二

六
二

六
四

一
一
四

二二二

単
　
位
　
数

必
修二二二二二

選
択二二二二二

単
　
　
位
　
　
数

必
修二二二二二

選
択二二二二二

自
由

八
五
四

六
四

五
八

一
一
八

二二



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

「

別
表
第
三
号
　
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

５

二二二二二二二二

二二二二二二二二二

二二二二二二二二

二二二二二二二二二

卒
業
論

六
四

一
一
八

二

（二）

二二二

二二二二二二二二二二二二二二

二二二

二二二二二二二二二二二二二二



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

」

」

「
を

」

」

に
改
め
る
。

「

「

６

二四四二二

二二二二二二

二四四二二

二二二二二二

文

八
五
四

六
四

六
八

一
一
八

卒
業
論
文

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

八
五
四

六
四

六
八

一
一
八

二二二

単
　
位
　
数

必
修二二二

選
択二二二二二

単
　
　
位
　
　
数

必
修二二二

選
択二二二二二

自
由



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

「

別
表
第
三
号
　
の
表
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、

７

二二二二二二二二

二二二二二二二二二

二二二二二二二二

二二二二二二二二二

卒
業
論

（三）

二二二二二二二

二二二二二二二二二二

二二二二二二二

二二二二二二二二二二



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

」

」

「
を

」

」

に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
三
十
五
号

秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
学
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
学
則
（
平
成
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
第
二
項
中
「
学
長
、
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
重

要
な
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
項
中
第
三
号
及
び
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第

二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三
　
学
科
目
及
び
授
業
科
目
の
種
類
及
び
編
成
に
関
す
る
事
項

第
十
四
条
第
三
項
第
六
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
七
号
中
「
第
九
号
」
を
「
第
七
号
」
に

改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
中
第
八
号
を
第
六
号
と
し
、
第
九
号
を
第
七
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八
　
学
科
そ
の
他
の
機
関
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
項

第
十
四
条
第
三
項
第
十
号
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
中
「
運
営
」
を
「
教
育
及
び
研
究
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
九
号
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
、
第
三
十
四
条
第
二
項
及
び
第
三
十
五
条
第
三
項
の
規
定
中
、
「
十
五
単
位
」

を
「
三
十
単
位
」
に
改
め
る
。

第
四
十
九
条
第
三
項
中
「
入
学
は
、
学
期
ご
と
に
許
可
す
る
」
を
「
履
修
期
間
は
、
一
年
以
内
の

期
間
と
す
る
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
号
の
表
選
択
科
目
Ⅰ
の
項
中
「
一
〇
単
位
以
上
」
を
「
一
二
単
位
以
上
。
た
だ
し
、
選

択
科
目
Ⅳ
を
四
単
位
以
上
修
得
し
た
場
合
は
一
〇
単
位
以
上
」
に
改
め
、
同
表
選
択
科
目
Ⅱ
の
項

８

二四四

二二二二二

二四四

二二二二二

文

八
五
四

六
四

五
八

一
一
八

卒
業
論
文

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

八
五
四

六
四

五
八

一
一
八

二二二



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

中
「
六
単
位
以
上
」
を
「
四
単
位
以
上
。
た
だ
し
、
選
択
科
目
Ⅳ
を
四
単
位
以
上
修
得
し
た
場
合
は

二
単
位
以
上
」
に
改
め
、
同
表
選
択
科
目
Ⅲ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
二
号
の
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
選
択
科
目
Ⅳ
」
を
修
得
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者

そ
の
他
前
二
号
の
い
ず
れ
か
と
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
学
長
が
認
め
た
者

別
表
第
三
号
の
表
選
択
科
目
Ⅰ
の
項
中
「
以
上
」
を
「
以
上
。
た
だ
し
、
選
択
科
目
Ⅳ
を
四
単
位

以
上
修
得
し
た
場
合
は
六
単
位
以
上
」
に
改
め
、
同
表
選
択
科
目
Ⅱ
の
項
中
「
以
上
」
を
「
以
上
。

た
だ
し
、
選
択
科
目
Ⅳ
を
四
単
位
以
上
修
得
し
た
場
合
は
二
単
位
以
上
」
に
改
め
、
同
表
選
択
科
目

Ⅲ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
三
号
の
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
選
択
科
目
Ⅳ
」
を
修
得
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者

そ
の
他
前
二
号
の
い
ず
れ
か
と
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
学
長
が
認
め
た
者

別
表
第
四
号
の
表
選
択
科
目
Ⅰ
の
項
中
「
以
上
」
を
「
以
上
。
た
だ
し
、
選
択
科
目
Ⅳ
を
四
単
位

以
上
修
得
し
た
場
合
は
七
単
位
以
上
」
に
改
め
、
同
表
選
択
科
目
Ⅱ
の
項
中
「
以
上
」
を
「
以
上
。

た
だ
し
、
選
択
科
目
Ⅳ
を
四
単
位
以
上
修
得
し
た
場
合
は
二
単
位
以
上
」
に
改
め
、
同
表
選
択
科
目

Ⅲ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
第
四
号
の
表
に
備
考
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

備
考
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
選
択
科
目
Ⅳ
」
を
修
得
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

大
学
、
短
期
大
学
又
は
高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
者

専
修
学
校
の
専
門
課
程
を
修
了
し
た
者

そ
の
他
前
二
号
の
い
ず
れ
か
と
同
等
の
学
力
が
あ
る
と
学
長
が
認
め
た
者

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
立
大
学
大
学
院
学
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
三
十
六
号

秋
田
県
立
大
学
大
学
院
学
則

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
）

第
二
章
　
運
営
組
織
（
第
五
条
・
第
六
条
）

第
三
章
　
修
業
年
限
及
び
在
学
年
限
（
第
七
条
・
第
八
条
）

第
四
章
　
入
学
（
第
九
条
―
第
十
七
条
）

第
五
章
　
授
業
科
目
、
履
修
方
法
等
（
第
十
八
条
―
第
二
十
六
条
）

第
六
章
　
休
学
、
復
学
、
転
学
、
転
専
攻
、
留
学
、
退
学
及
び
除
籍
（
第
二
十
七
条
―
第
三
十
四

条
）

第
七
章
　
修
了
及
び
学
位
（
第
三
十
五
条
―
第
三
十
七
条
）

第
八
章
　
授
業
料
等
（
第
三
十
八
条
）

第
九
章
　
賞
罰
（
第
三
十
九
条
・
第
四
十
条
）

第
十
章
　
研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生
、
特
別
研
究
学
生
、
社
会
人
学

生
及
び
外
国
人
留
学
生
（
第
四
十
一
条
―
第
四
十
八
条
）

第
十
一
章
　
補
則
（
第
四
十
九
条
）

附
則

９

選
択
科
目
Ⅳ

生
物
生
産
学
応
用
実
習
Ⅰ

生
物
生
産
学
応
用
実
習
Ⅱ

生
物
生
産
学
応
用
演
習
Ⅰ

生
物
生
産
学
応
用
演
習
Ⅱ

選
択
科
目
　
四
単
位
以
上

二二二二

選
択
科
目
Ⅳ

生
物
生
産
学
応
用
実
習
Ⅰ

生
物
生
産
学
応
用
実
習
Ⅱ

生
物
生
産
学
応
用
演
習
Ⅰ

生
物
生
産
学
応
用
演
習
Ⅱ

選
択
科
目
　
四
単
位
以
上

二二二二

選
択
科
目
Ⅳ

生
物
生
産
学
応
用
実
習
Ⅰ

生
物
生
産
学
応
用
実
習
Ⅱ

生
物
生
産
学
応
用
演
習
Ⅰ

生
物
生
産
学
応
用
演
習
Ⅱ

選
択
科
目
　
四
単
位
以
上

二二二二

（一）（三）（二）

（一）（三）（二）

（一）（三）（二）
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第
一
章

総
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
秋
田
県
立
大
学
学
則
（
平
成
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
号
。
以
下
「
大

学
学
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
秋
田
県
立
大
学
大
学
院
（
以
下

「
本
学
大
学
院
」
と
い
う
。
）
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
本
学
大
学
院
の
目
的
）

第
二
条

本
学
大
学
院
は
、
学
術
の
理
論
及
び
応
用
を
教
授
研
究
し
、
そ
の
深
奥
を
究
め
て
、
文
化

の
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
課
程
）

第
三
条

本
学
大
学
院
に
、
博
士
課
程
を
置
く
。

２

前
項
の
博
士
課
程
は
、
こ
れ
を
前
期
二
年
の
課
程
（
以
下
「
博
士
前
期
課
程
」
と
い
う
。
）
及

び
後
期
三
年
の
課
程
（
以
下
「
博
士
後
期
課
程
」
と
い
う
。
）
に
区
分
す
る
。

３

博
士
前
期
課
程
は
、
広
い
視
野
に
立
っ
て
精
深
な
学
識
を
授
け
、
専
攻
分
野
に
お
け
る
研
究
能

力
又
は
高
度
の
専
門
性
を
要
す
る
職
業
等
に
必
要
な
高
度
の
能
力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

４

博
士
後
期
課
程
は
、
専
攻
分
野
に
つ
い
て
、
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
い
、
又

は
そ
の
他
の
高
度
に
専
門
的
な
業
務
に
従
事
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
高
度
な
研
究
能
力
及
び

そ
の
基
礎
と
な
る
豊
か
な
学
識
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
研
究
科
等
）

第
四
条

本
学
大
学
院
に
シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
研
究
科
を
置
く
。

２

前
項
に
規
定
す
る
研
究
科
の
課
程
並
び
に
当
該
研
究
科
に
置
く
専
攻
並
び
に
そ
の
入
学
定
員
及

び
収
容
定
員
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
章

運
営
組
織

（
研
究
科
長
）

第
五
条

本
学
大
学
院
の
研
究
科
に
研
究
科
長
を
置
き
、
当
該
研
究
科
の
教
授
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

研
究
科
長
の
選
考
の
方
法
、
任
期
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
。

（
研
究
科
教
授
会
）

第
六
条

大
学
大
学
院
の
研
究
科
に
研
究
科
教
授
会
を
置
く
。

２

研
究
科
教
授
会
は
、
当
該
研
究
科
の
教
授
を
も
っ
て
組
織
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
第
四
号
に
掲

げ
る
事
項
以
外
の
事
項
を
審
議
す
る
場
合
は
、
助
教
授
そ
の
他
の
職
員
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

研
究
科
教
授
会
は
、
研
究
科
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
審
議
す
る
。

一
　
規
程
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
事
項

二
　
教
育
及
び
研
究
に
関
す
る
施
設
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
事
項

三
　
学
科
目
又
は
講
座
及
び
授
業
科
目
の
種
類
及
び
編
成
に
関
す
る
事
項

四
　
教
員
の
人
事
に
関
す
る
事
項

五
　
学
生
の
入
学
、
休
学
、
復
学
、
転
学
、
留
学
、
退
学
（
第
七
号
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
、

除
籍
、
修
了
そ
の
他
の
身
分
に
関
す
る
事
項

六
　
学
生
の
厚
生
補
導
に
関
す
る
事
項

七
　
学
生
の
賞
罰
に
関
す
る
事
項

八
　
学
位
に
関
す
る
事
項

九
　
専
攻
そ
の
他
の
機
関
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
項

十
　
そ
の
他
研
究
科
の
教
育
及
び
研
究
に
関
す
る
重
要
な
事
項

４

前
三
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
研
究
科
教
授
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
三
章

修
業
年
限
及
び
在
学
年
限

（
修
業
年
限
）

第
七
条

博
士
前
期
課
程
の
修
業
年
限
は
、
二
年
と
す
る
。

２

博
士
後
期
課
程
の
修
業
年
限
は
、
三
年
と
す
る
。

（
在
学
年
限
）

第
八
条

博
士
前
期
課
程
の
学
生
は
、
四
年
を
超
え
て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

博
士
後
期
課
程
の
学
生
は
、
六
年
を
超
え
て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
入
学
し
た
学
生
、
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
転
専
攻
し
た
学
生
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
留
学
を
し
た
学
生
に
に
あ
っ

て
は
、
前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
七
条
、
第
三
十
一
条
第
二
項
又
は
第
三

十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
在
学
す
べ
き
年
数
の
二
倍
に
相
当
す
る
年
数
を
超
え

て
在
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
四
章

入
学

（
入
学
の
時
期
）

１０

研
　
究
　
科

シ
ス
テ
ム
科
学

技
術
研
究
科

課
　
　
程

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

専
　
　
　
　
攻

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

総
合
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻

入
学
定
員

一
八
人

一
八
人

七
人

七
人

八
人

収
容
定
員

三
六
人

三
六
人

一
四
人

一
四
人

二
四
人
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第
九
条

入
学
の
時
期
は
、
学
年
の
始
め
と
す
る
。
た
だ
し
、
別
に
定
め
る
特
別
な
理
由
が
あ
る
と

学
長
が
認
め
る
者
の
入
学
の
時
期
は
、
後
期
の
始
め
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
入
学
資
格
）

第
十
条

博
士
前
期
課
程
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

者
と
す
る
。

一
　
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
十
二
条
に
規
定
す
る
大
学
を
卒
業

し
た
者

二
　
学
校
教
育
法
第
六
十
八
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
学
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

三
　
外
国
に
お
い
て
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

四
　
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
す
る
こ
と
に

よ
り
当
該
外
国
の
学
校
教
育
に
お
け
る
十
六
年
の
課
程
を
修
了
し
た
者

五
　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
文
部
省
令
第
十
一
号
）
第
七
十
条
第
一
項
第
四
号

の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た
者

六
　
学
校
教
育
法
第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
大
学
院
に
入
学
し
た
者
で
、
本
学
大
学
院

に
お
い
て
、
本
学
大
学
院
に
お
け
る
教
育
を
受
け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
も

の
七
　
本
学
大
学
院
に
お
い
て
、
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
た
者
で
、
二
十
二
歳
に
達
し
た
も
の

八
　
そ
の
他
本
学
大
学
院
に
お
い
て
大
学
を
卒
業
し
た
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た

者

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
長
は
大
学
に
三
年
以
上
在
学
し
た
者
（
こ
れ
に
準
ず
る
者
と

し
て
文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
者
を
含
む
。
）
で
あ
っ
て
、
別
に
定
め
る
単
位
を
優
秀
な
成
績
で

修
得
し
た
と
認
め
た
も
の
を
、
博
士
前
期
課
程
に
入
学
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

博
士
後
期
課
程
に
入
学
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と

す
る
。

一
　
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者

二
　
外
国
に
お
い
て
修
士
の
学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

三
　
外
国
の
学
校
が
行
う
通
信
教
育
に
お
け
る
授
業
科
目
を
我
が
国
に
お
い
て
履
修
し
、
修
士
の

学
位
に
相
当
す
る
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

四
　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第
七
十
条
の
二
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
の
指
定
し
た

者
五
　
本
学
大
学
院
に
お
い
て
、
個
別
の
入
学
資
格
審
査
に
よ
り
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同

等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認
め
た
者
で
、
二
十
四
歳
に
達
し
た
も
の

六
　
そ
の
他
本
学
大
学
院
に
お
い
て
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ
る
と
認

め
た
者

（
入
学
の
志
願
の
手
続
）

第
十
一
条

本
学
大
学
院
に
入
学
を
志
願
す
る
者
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、
別
に
定
め
る
書
類
を

添
え
た
入
学
願
書
を
学
長
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
所
定
の
入
学
検
定
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

（
入
学
者
の
選
考
）

第
十
二
条

本
学
大
学
院
に
入
学
を
志
願
す
る
者
に
対
し
て
は
、
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
選

考
を
行
う
。

（
入
学
手
続
及
び
入
学
許
可
）

第
十
三
条

前
条
の
選
考
の
結
果
に
基
づ
き
合
格
の
通
知
を
受
け
た
者
は
、
所
定
の
期
日
ま
で
に
、

別
に
定
め
る
書
類
を
学
長
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
所
定
の
入
学
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

学
長
は
、
前
項
に
規
定
す
る
入
学
手
続
を
完
了
し
た
者
に
つ
い
て
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経

て
、
入
学
を
許
可
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
秋
田
県
立
大
学
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
一
年

秋
田
県
規
則
第
四
十
九
号
。
以
下
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
入

学
料
の
減
免
又
は
分
割
徴
収
若
し
く
は
徴
収
の
猶
予
を
願
い
出
た
者
は
、
入
学
料
を
納
付
し
た
者

と
み
な
す
。

（
編
入
学
）

第
十
四
条

本
学
大
学
院
以
外
の
大
学
院
（
以
下
「
他
の
大
学
院
」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
、
又
は

退
学
し
た
者
で
本
学
大
学
院
へ
の
入
学
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
状
況
等
に
よ

り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
選
考
の
上
、
学
長
が
相
当
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
再
入
学
）

第
十
五
条

第
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
退
学
を
許
可
さ
れ
た
者
で
本
学
大
学
院
の
同
一
の
専
攻
に

再
入
学
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
状
況
等
に
よ
り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経

て
、
学
長
が
相
当
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
転
入
学
）

第
十
六
条

他
の
大
学
院
に
在
学
し
て
い
る
学
生
で
本
学
大
学
院
へ
の
転
入
学
を
志
願
す
る
も
の
が

あ
る
と
き
は
、
欠
員
の
状
況
等
に
よ
り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
選
考
の
上
、
学
長
が
相

当
年
次
に
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
編
入
学
等
の
場
合
の
取
扱
い
）

第
十
七
条

前
三
条
の
規
定
に
よ
り
入
学
を
許
可
さ
れ
た
者
の
既
に
履
修
し
た
授
業
科
目
及
び
そ
の

単
位
数
の
取
扱
い
並
び
に
在
学
す
べ
き
年
数
に
つ
い
て
は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長

が
決
定
す
る
。

１１
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第
五
章

授
業
科
目
、
履
修
方
法
等

（
授
業
科
目
）

第
十
八
条

博
士
前
期
課
程
及
び
博
士
後
期
課
程
の
授
業
科
目
の
種
類
及
び
そ
の
単
位
数
並
び
に
学

生
が
修
得
す
べ
き
単
位
数
は
、
別
表
の
と
お
り
と
す
る
。

２
　
各
授
業
科
目
の
配
当
年
次
、
履
修
方
法
等
は
、
別
に
定
め
る
。

（
単
位
の
計
算
方
法
）

第
十
九
条

各
授
業
科
目
の
単
位
数
は
、
一
単
位
の
授
業
科
目
を
四
十
五
時
間
の
学
修
を
必
要
と
す

る
内
容
を
も
っ
て
構
成
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
、
授
業
の
方
法
に
応
じ
、
当
該
授
業
に
よ
る
教
育

効
果
、
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
修
等
を
考
慮
し
て
、
次
の
基
準
に
よ
り
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
講
義
に
つ
い
て
は
、
十
五
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
。

二
　
演
習
、
実
験
、
実
習
及
び
実
技
に
つ
い
て
は
、
三
十
時
間
の
授
業
を
も
っ
て
一
単
位
と
す
る
。

（
単
位
の
授
与
）

第
二
十
条

授
業
科
目
を
履
修
し
た
者
の
当
該
科
目
の
修
了
の
認
定
は
、
原
則
と
し
て
試
験
に
よ
る

も
の
と
し
、
そ
の
試
験
に
合
格
し
た
学
生
に
は
、
所
定
の
単
位
を
与
え
る
も
の
と
す
る
。

（
成
績
の
評
価
）

第
二
十
一
条

前
条
の
試
験
の
成
績
は
、
優
、
良
、
可
及
び
不
可
を
も
っ
て
表
し
、
優
、
良
及
び
可

を
合
格
と
し
、
不
可
を
不
合
格
と
す
る
。

（
授
業
及
び
研
究
指
導
）

第
二
十
二
条

博
士
前
期
課
程
又
は
博
士
後
期
課
程
に
お
け
る
教
育
は
、
授
業
科
目
の
授
業
及
び
修

士
論
文
又
は
博
士
論
文
の
作
成
に
対
す
る
指
導
（
以
下
「
研
究
指
導
」
と
い
う
。
）
に
よ
っ
て
行

う
も
の
と
す
る
。

（
他
の
大
学
院
等
に
お
け
る
研
究
指
導
）

第
二
十
三
条

学
長
は
、
教
育
研
究
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
大
学
院
又
は
本
学
以
外
の
研

究
所
等
（
以
下
「
他
の
大
学
院
等
」
と
い
う
。
）
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
学
生
が
当
該
他
の
大
学

院
等
に
お
い
て
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
そ
の
期

間
は
、
一
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

（
他
の
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
等
）

第
二
十
四
条

学
長
は
、
教
育
研
究
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
他
の
大
学
院
と
の
協
議
に
基
づ
き
、

学
生
に
当
該
他
の
大
学
院
の
授
業
科
目
を
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
他
の
大
学
院
等
に
お
け
る
研
究
指
導
等
に
よ
る
修
得
単
位
の
認
定
）

第
二
十
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
単
位
は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
十
単
位
を

超
え
な
い
範
囲
で
博
士
前
期
課
程
又
は
博
士
後
期
課
程
修
了
の
要
件
と
な
る
単
位
と
し
て
認
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

（
入
学
前
の
既
取
得
単
位
等
の
認
定
）

第
二
十
六
条

学
長
は
、
教
育
研
究
上
有
益
と
認
め
る
と
き
は
、
学
生
が
本
学
大
学
院
に
入
学
す
る

前
に
他
の
大
学
院
に
お
い
て
履
修
し
た
授
業
科
目
に
つ
い
て
修
得
し
た
単
位
（
科
目
等
履
修
に
よ

り
修
得
し
た
単
位
を
含
む
。
）
を
本
学
大
学
院
に
お
け
る
授
業
科
目
の
履
修
に
よ
り
修
得
し
た
も

の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
修
得
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
の
で
き
る
単
位
数
は
、
前
条
の
規
定
に
よ

る
単
位
数
と
合
わ
せ
て
十
単
位
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る
。

第
六
章

休
学
、
復
学
、
転
学
、
転
専
攻
、
留
学
、
退
学
及
び
除
籍

（
休
学
）

第
二
十
七
条

学
長
は
、
疾
病
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
引
き
続
き
二
月
以
上
修
学
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
学
生
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
願
い
出
に
よ
り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、

休
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

学
長
は
、
疾
病
の
た
め
修
学
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
学
生
に
つ
い
て
、
研
究

科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
休
学
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
休
学
の
期
間
）

第
二
十
八
条

休
学
の
期
間
は
、
一
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
学
長
は
、
特
別
の

理
由
が
あ
る
場
合
は
、
一
年
を
限
度
と
し
て
休
学
の
期
間
の
延
長
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

休
学
の
期
間
は
、
通
算
し
て
、
博
士
前
期
課
程
に
あ
っ
て
は
二
年
を
、
博
士
後
期
課
程
に
あ
っ

て
は
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

３

休
学
の
期
間
は
、
第
八
条
に
規
定
す
る
在
学
年
限
に
算
入
し
な
い
。

（
復
学
）

第
二
十
九
条

学
長
は
、
第
二
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
休
学
し
た
学
生
に
つ
い
て
、
休
学
の
期
間
が

満
了
し
た
と
き
、
又
は
休
学
の
期
間
中
に
そ
の
理
由
が
消
滅
し
た
と
き
は
、
そ
の
者
の
願
い
出
に

よ
り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
復
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
転
学
）

第
三
十
条

他
の
大
学
院
に
入
学
を
す
る
こ
と
を
志
願
す
る
学
生
は
、
学
長
の
許
可
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
転
専
攻
）

第
三
十
一
条

学
長
は
、
他
の
専
攻
へ
の
転
専
攻
を
志
願
す
る
学
生
が
あ
る
と
き
は
、
欠
員
等
の
状

況
に
よ
り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
選
考
の
上
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
許
可
を
得
て
転
専
攻
を
し
た
学
生
の
既
に
履
修
し
た
授
業
科
目
及
び
単
位
数
の
取
扱
い

並
び
に
在
学
す
べ
き
年
数
に
つ
い
て
は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
決
定
す
る
。

（
留
学
）

第
三
十
二
条

学
長
は
、
外
国
の
大
学
院
に
留
学
を
す
る
こ
と
を
志
願
す
る
学
生
が
あ
る
と
き
は
、

研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

１２
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２

前
項
の
許
可
を
得
て
留
学
を
し
た
学
生
の
本
学
大
学
院
に
在
学
す
べ
き
年
数
に
つ
い
て
は
、
研

究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
決
定
す
る
。

３

第
二
十
五
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
学
生
が
外
国
の
大
学
院
に
留
学
を
す
る
場
合

に
準
用
す
る
。

（
退
学
）

第
三
十
三
条

学
長
は
、
退
学
し
よ
う
と
す
る
者
に
つ
い
て
、
そ
の
願
い
出
に
よ
り
、
研
究
科
教
授

会
の
議
を
経
て
、
こ
れ
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
除
籍
）

第
三
十
四
条

学
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、

除
籍
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
第
八
条
に
規
定
す
る
在
学
年
限
を
超
え
た
者

二
　
第
二
十
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
休
学
の
期
間
を
超
え
て
な
お
復
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

者
三
　
授
業
料
の
納
付
を
怠
り
、
督
促
し
て
も
な
お
納
付
し
な
い
者

四
　
死
亡
し
た
者
又
は
長
期
間
に
わ
た
り
行
方
不
明
の
者

第
七
章

修
了
及
び
学
位

（
博
士
前
期
課
程
の
修
了
）

第
三
十
五
条

博
士
前
期
課
程
に
二
年
（
第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
入
学
を
し

た
学
生
、
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
転
専
攻
を
し
た
学
生
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
留
学
を
し
た
学
生
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第
十
七
条
、
第
三
十
一
条
第
二
項
又
は

第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
在
学
す
べ
き
年
数
）
以
上
在
学
し
、
所
定
の
授

業
科
目
を
履
修
し
、
及
び
別
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
三
十
単
位
以
上
の
単
位
を
修
得
し
、
か

つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を
受
け
た
上
、
修
士
論
文
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
た
学
生
に
つ
い
て

は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
学
長
が
博
士
前
期
課
程
の
修
了
を
認
定
す
る
。
た
だ
し
、
在

学
期
間
に
関
し
て
は
、
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
と
学
長
が
認
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
上
在

学
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
修
了
の
時
期
は
、
学
期
の
終
わ
り
と
す
る
。

（
博
士
後
期
課
程
の
修
了
）

第
三
十
六
条

博
士
後
期
課
程
に
三
年
（
第
十
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
の
規
定
に
よ
り
入
学
を
し

た
学
生
又
は
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
留
学
を
し
た
学
生
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
第

十
七
条
又
は
第
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
在
学
す
べ
き
年
数
）
以
上
在
学
し
、

別
表
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
十
六
単
位
以
上
の
単
位
を
修
得
し
、
か
つ
、
必
要
な
研
究
指
導
を

受
け
た
上
、
博
士
論
文
の
審
査
及
び
試
験
に
合
格
し
た
学
生
に
つ
い
て
は
、
研
究
科
教
授
会
の
議

を
経
て
、
学
長
が
博
士
後
期
課
程
の
修
了
を
認
定
す
る
。
た
だ
し
、
在
学
期
間
に
関
し
て
は
、
研

究
科
教
授
会
に
お
い
て
、
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
者
と
認
め
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
年
数
以

上
在
学
す
れ
ば
足
り
る
も
の
と
す
る
。

一
　
博
士
前
期
課
程
に
二
年
以
上
在
学
し
、
当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
課
程

に
お
け
る
二
年
の
在
学
期
間
を
含
み
三
年
以
上

二
　
博
士
前
期
課
程
に
お
い
て
特
に
優
れ
た
業
績
を
上
げ
、
一
年
以
上
二
年
未
満
の
在
学
期
間
で

当
該
課
程
を
修
了
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
課
程
に
お
け
る
在
学
期
間
を
含
み
三
年
以
上

三
　
第
十
条
第
三
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
と
同
等
以
上
の
学
力
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
て
入
学
し
た
者
に
あ
っ
て
は
、
一
年
以
上

３

前
項
の
修
了
の
時
期
は
、
学
期
の
終
わ
り
と
す
る
。

（
学
位
記
及
び
学
位
）

第
三
十
七
条

本
学
大
学
院
を
修
了
し
た
者
に
は
、
学
位
記
を
交
付
し
、
及
び
次
の
区
分
に
従
い
学

位
を
授
与
す
る
。

２

学
位
の
授
与
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
八
章

授
業
料
等

第
三
十
八
条

本
学
大
学
院
の
授
業
料
、
入
学
料
及
び
入
学
検
定
料
の
額
並
び
に
こ
れ
ら
の
徴
収
方

法
は
、
秋
田
県
立
大
学
条
例
（
平
成
十
年
秋
田
県
条
例
第
五
十
二
号
）
及
び
施
行
規
則
の
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
九
章

賞
罰

（
表
彰
）

第
三
十
九
条

学
長
は
、
他
の
模
範
と
な
る
学
生
を
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
表
彰
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
懲
戒
）

第
四
十
条

学
長
は
、
大
学
学
則
、
こ
の
規
則
若
し
く
は
本
学
大
学
院
の
諸
規
程
に
違
反
し
、
又
は

学
生
と
し
て
の
本
分
に
反
す
る
行
為
を
し
た
者
を
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
懲
戒
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

２

懲
戒
の
種
類
は
、
訓
告
、
停
学
及
び
退
学
と
す
る
。

第
十
章

研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生
、
特
別
研
究
学
生
、
社
会

人
学
生
及
び
外
国
人
留
学
生

（
研
究
生
）

１３

研
　
　
究
　
　
科

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
研
究
科

課
　
　
程

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

学
　
　
位

修
士
（
工
学
）

博
士
（
工
学
）
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第
四
十
一
条

学
長
は
、
本
学
大
学
院
に
お
い
て
特
定
の
専
門
事
項
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
を
志

願
す
る
者
が
あ
る
と
き
は
、
本
学
大
学
院
の
教
育
及
び
研
究
に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
り
、
研
究

科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
選
考
の
上
、
研
究
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
志
願
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
と
す
る
。

３

研
究
期
間
は
、
一
年
以
内
の
期
間
と
す
る
。
た
だ
し
、
特
別
の
理
由
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
期

間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
科
目
等
履
修
生
）

第
四
十
二
条

学
長
は
、
本
学
大
学
院
に
お
い
て
特
定
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
を
志
願
す
る

者
が
あ
る
と
き
は
、
本
学
大
学
院
の
教
育
に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を

経
て
、
選
考
の
上
、
科
目
等
履
修
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
志
願
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
大
学
を
卒
業
し
た
者
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
者
と
す
る
。

３

科
目
等
履
修
生
の
履
修
期
間
は
、
一
年
以
内
の
期
間
と
す
る
。

４

科
目
等
履
修
生
に
は
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
を
準
用
し
て
単
位
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
聴
講
生
）

第
四
十
三
条

学
長
は
、
本
学
大
学
院
に
お
い
て
特
定
の
授
業
科
目
を
聴
講
す
る
こ
と
を
志
願
す
る

者
が
あ
る
と
き
は
、
本
学
大
学
院
の
教
育
に
支
障
の
な
い
場
合
に
限
り
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を

経
て
、
選
考
の
上
、
聴
講
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
聴
講
生
に
準
用
す
る
。

（
特
別
聴
講
学
生
）

第
四
十
四
条

学
長
は
、
他
の
大
学
院
に
在
学
し
て
い
る
学
生
で
本
学
大
学
院
に
お
い
て
授
業
科
目

を
履
修
す
る
こ
と
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
当
該
他
の

大
学
院
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
特
別
聴
講
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

特
別
聴
講
学
生
に
は
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
の
規
定
を
準
用
し
て
単
位
を
与
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
特
別
研
究
学
生
）

第
四
十
五
条

学
長
は
、
他
の
大
学
院
に
在
学
し
て
い
る
学
生
で
本
学
大
学
院
に
お
い
て
研
究
指
導

を
受
け
る
こ
と
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
当
該
他
の
大

学
院
及
び
そ
の
研
究
科
と
の
協
議
に
基
づ
き
、
特
別
研
究
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
社
会
人
学
生
）

第
四
十
六
条

学
長
は
、
社
会
人
で
本
学
大
学
院
に
入
学
す
る
こ
と
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き

は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を
経
て
、
選
考
の
上
、
社
会
人
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

（
外
国
人
留
学
生
）

第
四
十
七
条

学
長
は
、
外
国
人
で
、
本
学
大
学
院
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
目
的
を
も
っ
て
入
国

し
、
本
学
大
学
院
に
入
学
す
る
こ
と
を
志
願
す
る
も
の
が
あ
る
と
き
は
、
研
究
科
教
授
会
の
議
を

経
て
、
選
考
の
上
、
留
学
生
と
し
て
入
学
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
研
究
生
等
に
関
す
る
規
定
）

第
四
十
八
条

第
四
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
研
究
生
、
科
目
等
履
修
生
、

聴
講
生
、
特
別
聴
講
学
生
、
特
別
研
究
学
生
及
び
社
会
人
学
生
、
外
国
人
留
学
生
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

第
十
一
章

補
則

第
四
十
九
条

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
学
長
が
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
（
第
十
八
条
関
係
）

シ
ス
テ
ム
科
学
技
術
研
究
科

一
　
博
士
前
期
課
程

共
通
基
礎
・
学
際
科
目

１４

共
通
基
礎
・

学
際
科
目

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

実
践
英
語
Ａ

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

Ａ風
土
・
文
化
構
造
論

産
業
社
会
と
倫
理

感
性
情
報
と
環
境
の
心
理

必
修

単
　
位
　
数

選
択二二二二二二

修
得
す
べ
き
単
位
数

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
名
　
称

選
択
科
目
　
八
単
位
以
上

※
の
科
目
は
最

大
四
単
位
ま
で

認
定

（一）
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専
門
科
目

イ
　
機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

１５

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
実
践

科
目
）

※

知
的
所
有
権
論
Ａ

標
準
化
論
Ａ

信
頼
性
工
学
Ａ

失
敗
工
学
Ａ

二二二二二
二
二

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

選
択
科
目
　
八
単
位
以
上

専
門
科
目

固
体
力
学

先
端
材
料
学
特
論

材
料
評
価
論

応
用
有
限
要
素
解
析

機
械
構
成
論

超
精
密
加
工
学

熱
工
学
特
論

必
修

単
　
位
　
数

選
択二二二二二二二

修
得
す
べ
き
単
位
数

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
名
　
称

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

（二）

流
体
力
学
特
論

プ
ラ
ズ
マ
工
学

計
算
力
学
特
論

機
械
力
学
特
論

エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
学
特

論燃
焼
工
学

高
度
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
学

制
御
工
学
特
論

ロ
ボ
ッ
ト
工
学
特
論

三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
運
用
論

知
能
化
機
械
設
計
論

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
特
論

機
械
知
能
学
特
論

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
学
専
門

セ
ミ
ナ
ー

機
械
知
能
シ
ス
テ
ム
学
課
題

研
究
（
修
士
論
文
）

四六

二二二二二二二二二二二二二
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ロ
　
電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

ハ
　
建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
専
攻

１６

専
門
科
目

電
磁
理
論
特
論

地
球
電
磁
環
境
論

電
磁
環
境
工
学

通
信
シ
ス
テ
ム
特
論

シ
ス
テ
ム
制
御
工
学
特
論

エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
工
学
特
論

デ
ィ
ジ
タ
ル
信
号
処
理
特
論

音
響
情
報
工
学

生
体
情
報
工
学
特
論

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
工
学
特

論数
値
解
析
学
特
論

必
修

単
　
位
　
数

選
択二二二二二二二二二二二

修
得
す
べ
き
単
位
数

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
名
　
称

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
特
論

計
算
機
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
特
論

情
報
数
理
論

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
方
法
論

固
体
物
性
工
学
特
論

半
導
体
材
料
・
プ
ロ
セ
ス
工

学光
機
能
デ
バ
イ
ス
工
学

電
子
デ
バ
イ
ス
特
論

情
報
記
録
デ
バ
イ
ス
工
学

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
専
門

セ
ミ
ナ
ー

電
子
情
報
シ
ス
テ
ム
学
課
題

研
究
（
修
士
論
文
）

四六
一
〇

一
〇

二二二二二二二二二
四
〇

六
二

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
二
〇
単
位
以
上

一
〇

一
〇

四
〇

六
二

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
二
〇
単
位
以
上

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

単
　
位
　
数
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ニ
　
経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

１７

専
門
科
目

応
用
確
率
統
計
特
論

環
境
リ
ス
ク
管
理
技
術
特
論

経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
特
論

シ
ス
テ
ム
モ
デ
リ
ン
グ
論

社
会
経
済
学
特
論

生
産
管
理
特
論

経
営
意
思
決
定
論

会
計
シ
ス
テ
ム
論

製
品
技
術
シ
ス
テ
ム
論

経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
専
門
セ

ミ
ナ
ー

経
営
シ
ス
テ
ム
工
学
課
題
研

究
（
修
士
論
文
）

必
修

単
　
位
　
数

選
択

四六

二二二二二二二二二

修
得
す
べ
き
単
位
数

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
名
　
称

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

専
門
科
目

都
市
計
画
学

都
市
・
建
築
設
計
論

視
環
境
・
色
彩
計
画
学

環
境
設
計
論

都
市
防
災
学

都
市
環
境
論

地
盤
工
学

基
礎
設
計
論

塑
性
設
計
学

大
架
構
設
計
論

先
端
材
料
学

木
質
構
造
設
計
論

都
市
・
建
築
設
計
（
演
習
）

※建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
専
門

セ
ミ
ナ
ー

建
築
環
境
シ
ス
テ
ム
学
課
題

研
究
（
修
士
論
文
）

必
修

単
　
位
　
数

選
択

四六

二二二二二二二二二二二二二

修
得
す
べ
き
単
位
数

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
名
　
称

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

※
の
科
目
は
最

大
六
単
位
ま
で

認
定

一
〇

一
〇

二
六

四
八

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
二
〇
単
位
以
上

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

二
　
博
士
後
期
課
程

総
合
シ
ス
テ
ム
科
学
専
攻

１８

一
〇

一
〇

一
八

四
〇

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
一
二
単
位
以
上

必
修
科
目
　
一
〇
単
位

選
択
科
目
　
二
〇
単
位
以
上

小
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

共
通
基
盤
科

目

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
特
論

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
論

実
践
英
語
Ｂ

英
語
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

Ｂ知
的
所
有
権
論
Ｂ

標
準
化
論
Ｂ

信
頼
性
工
学
Ｂ

失
敗
工
学
Ｂ

総
合
シ
ス
テ
ム
科
学
特
別
講

義総
合
シ
ス
テ
ム
科
学
特
別
研

修

必
修

単
　
位
　
数

選
択二二二二二二二二二二

修
得
す
べ
き
単
位
数

授
　
業
　
科
　
目
　
の
　
名
　
称

選
択
科
目
　
四
単
位
以
上

学
際
専
門
科

目

シ
ス
テ
ム
設
計
論
Ⅰ

シ
ス
テ
ム
設
計
論
Ⅱ
（
持
続

可
能
社
会
シ
ス
テ
ム
）

シ
ス
テ
ム
設
計
演
習
（
防
災

シ
ス
テ
ム
）

シ
ス
テ
ム
設
計
演
習
（
高
齢

化
社
会
対
応
シ
ス
テ
ム
）

シ
ス
テ
ム
設
計
演
習
（
生
態

系
シ
ス
テ
ム
デ
ザ
イ
ン
）

シ
ス
テ
ム
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン材
料
構
造
シ
ス
テ
ム
論

熱
流
体
知
能
化
シ
ス
テ
ム
論

生
体
知
能
化
シ
ス
テ
ム
論

電
子
シ
ス
テ
ム
論

情
報
シ
ス
テ
ム
論

電
子
デ
バ
イ
ス
シ
ス
テ
ム
論

建
築
環
境
計
画
論

建
築
構
造
構
成
論

都
市
環
境
制
御
論

二二二二二二二二二二二二二二二

必
修
科
目
　
八
単
位

選
択
科
目
　
四
単
位
以
上
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秋
田
県
立
大
学
評
議
会
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
三
十
七
号

秋
田
県
立
大
学
評
議
会
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

秋
田
県
立
大
学
及
び
秋
田
県
立
大
学
短
期
大
学
部
（
以
下
「
短
期
大
学
部
」
と
い
う
。
）

の
管
理
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
た
め
、
秋
田
県
立
大
学
に
秋
田
県
立
大
学
評
議
会

（
以
下
「
評
議
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
評
議
員
）

第
二
条

評
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
評
議
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

一
　
学
長

二
　
学
部
長

三
　
研
究
科
長

四
　
総
合
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
長

五
　
短
期
大
学
部
長

六
　
木
材
高
度
加
工
研
究
所
長

七
　
附
属
図
書
・
情
報
セ
ン
タ
ー
長
（
短
期
大
学
部
に
所
属
す
る
者
を
除
く
。
）

八
　
学
生
部
長
（
短
期
大
学
部
に
所
属
す
る
者
を
除
く
。
）

九
　
事
務
局
長

十
　
学
部
ご
と
に
当
該
学
部
の
教
授
会
が
選
出
す
る
教
授
各
一
人

十
一
　
研
究
科
教
授
会
が
選
出
す
る
教
授
一
人

十
二
　
総
合
科
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
協
議
会
が
選
出
す
る
教
授
一
人

十
三
　
短
期
大
学
部
教
授
会
が
選
出
す
る
教
授
一
人

（
任
命
）

第
三
条

評
議
員
の
う
ち
前
条
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
学
長
が
任

命
す
る
。

（
補
欠
の
評
議
員
等
）

第
四
条

特
定
の
職
又
は
教
授
の
地
位
に
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
評
議
員
と
な
っ
た
者
が
、
そ
の
職
又

は
地
位
を
失
っ
た
と
き
は
、
当
該
評
議
員
の
職
を
退
く
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
第
二
条
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
評
議
員
に
欠
員
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
学
長
は
、
補
欠
の
評
議
員
を
任
命
す
る
。

（
任
期
等
）

第
五
条

第
二
条
第
十
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
評
議
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ

し
、
前
条
第
二
項
に
規
定
す
る
補
欠
の
評
議
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

２

前
項
の
評
議
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
第
一
項
の
評
議
員
は
、
任
期
が
満
了
し
た
場
合
に
お
い
て
も
、
新
た
に
評
議
員
が
任
命
さ
れ
る

ま
で
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
引
き
続
き
そ
の
職
務
を
行
う
。

（
権
限
）

第
六
条

評
議
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
審
議
し
、
並
び
に
教
育
公
務
員
特
例
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
権
限
に
属
さ
せ
ら
れ
た
事
項
を
行
う
。

一
　
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
基
本
的
な
計
画
に
関
す
る
事
項

二
　
重
要
な
規
程
の
制
定
及
び
改
廃
に
関
す
る
事
項

三
　
予
算
の
見
積
も
り
の
方
針
に
関
す
る
事
項

四
　
学
部
、
研
究
科
、
学
科
、
専
攻
及
び
重
要
な
施
設
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
事
項

五
　
学
生
の
定
員
に
関
す
る
事
項

六
　
教
員
の
人
事
の
方
針
に
関
す
る
事
項

七
　
教
育
課
程
の
編
成
に
関
す
る
方
針
に
係
る
事
項

八
　
学
生
の
厚
生
及
び
補
導
に
関
す
る
重
要
な
事
項

九
　
学
生
の
入
学
、
卒
業
又
は
課
程
の
修
了
そ
の
他
そ
の
在
籍
に
関
す
る
方
針
及
び
学
位
の
授
与

に
関
す
る
方
針
に
係
る
事
項

十
　
学
部
、
研
究
科
そ
の
他
の
機
関
の
連
絡
調
整
に
関
す
る
事
項

十
一
　
委
員
会
の
設
置
及
び
廃
止
に
関
す
る
事
項

十
二
　
そ
の
他
運
営
に
関
す
る
重
要
な
事
項

（
会
議
）

第
七
条

評
議
会
は
、
学
長
が
招
集
す
る
。

２

学
長
は
、
評
議
会
の
議
長
と
な
る
。

３

評
議
会
は
、
評
議
員
の
三
分
の
二
以
上
が
出
席
し
な
け
れ
ば
、
会
議
を
開
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

４

評
議
会
の
議
事
は
、
出
席
し
た
評
議
員
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決

１９

シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

資
源
環
境
シ
ス
テ
ム
論

博
士
論
文
課
題
研
究

八八

二二
五
四

必
修
科
目
　
八
単
位

選
択
科
目
　
八
単
位
以
上

合
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計
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す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
委
任
）

第
八
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
評
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
学
長
が
定

め
る
。附

　
則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

平
成
十
四
年
度
に
限
り
、
第
二
条
第
十
号
の
規
定
（
生
物
資
源
科
学
部
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）

は
、
同
号
中
「
一
人
」
と
あ
る
の
は
、「
二
人
」
と
読
み
替
え
て
適
用
す
る
。

２０

秋
田
県
訓
令
第
八
号

庁
　
中
　
一
　
般
　

各

地

方

機

関

許
認
可
等
事
務
処
理
日
数
設
定
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
四
年
四
月
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

許
認
可
等
事
務
処
理
日
数
設
定
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

許
認
可
等
事
務
処
理
日
数
設
定
規
程
（
昭
和
四
十
年
秋
田
県
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
総
務
部
税
務
課
過
疎
地
域
に
お
け
る
県
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
秋
田

県
条
例
第
百
二
十
八
号
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

中
心
市
街
地
に
お
け
る
県
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条

例
（
平
成
1
4
年
秋
田
県
条
例
第
１
号
）

１
　
不
動
産
取
得
税
の
不
均
一
課
税
（
第
２
条
）

２
　
第
５
条
の
施
行
に
関
す
る
事
務

土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取

得
税
の
徴
収
猶
予
（
第
１
項
）

土
地
の
取
得
に
対
し
て
課
す
る
不
動
産
取

得
税
の
還
付
（
第
２
項
）

県
税
事
務
所

県
税
事
務
所

県
税
事
務
所

４７1
0

（
１
）

（
２
）

訓
　
　
　
　
　
　
令

総
合
防
災
課

消
防
法
（
昭
和
2
3
年
法
律
第
1
8
6
号
）

１
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
（
第
1
3
条
の

２
第
３
項
）

２
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
（
第
1
7
条
の
７

総
合
防
災
課

総
合
防
災
課

2
0

2
0

別
表
総
務
部
税
務
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

総
合
防
災
課

消
防
法
（
昭
和
2
3
年
法
律
第
1
8
6
号
）

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
3
6
年
政
令
第
3
7
号
）

１
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
交
付
（
第
1
3
条
の

２
第
３
項
）

２
　
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
（
第
1
7
条
の
７

第
１
項
）

１
　
消
防
設
備
士
免
状
の
書
換
え
交
付
（
第
3
6

条
の
５
）

総
合
防
災
課

総
合
防
災
課

総
合
防
災
課

2
0

2
0

７

別
表
総
務
部
税
務
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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２１

消
防
法
施
行
令
（
昭
和
3
6
年
政
令
第
3
7
号
）

危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
3
4

年
政
令
第
3
0
6
号
）

　
消
防
設
備
士
免
状
交
付
（
第
7
条
７

第
１
項
）

１
　
消
防
設
備
士
免
状
の
書
換
え
交
付
（
第
3
6

条
の
５
）

２
　
消
防
設
備
士
免
状
の
再
交
付
（
第
3
6
条
の

６
第
１
項
）

１
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
書
換
え
交
付
（
第

3
4
条
）

２
　
危
険
物
取
扱
者
免
状
の
再
交
付
（
第
3
5
条

第
１
項
）

総
合
防
災
課

総
合
防
災
課

総
合
防
災
課

総
合
防
災
課

総
合
防
災
課

0

７７７７

別
表
企
画
振
興
部
学
術
振
興
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

学
術
振
興
課

学
校
教
育
法
（
昭
和
2
2
年
法
律
第
2
6
号
）

私
立
学
校
法
（
昭
和
2
4
年
法
律
第
2
7
0
号
）

１
　
私
立
専
修
学
校
の
設
置
廃
止
、
設
置
者
の
変

更
又
は
目
的
の
変
更
の
認
可
（
第
8
2
条
の
８

第
１
項
）

２
　
私
立
各
種
学
校
の
設
置
廃
止
、
設
置
者
変
更

又
は
収
容
定
員
に
係
る
学
則
変
更
の
認
可
（
第

8
3
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
４
条
第

１
項
）

１
　
第
6
4
条
第
５
項
の
施
行
に
関
す
る
事
務

準
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
認
可
（
第

3
1
条
第
１
項
）

準
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
補
充
（
第

3
2
条
第
１
項
）

準
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可

（
第
4
5
条
）

準
学
校
法
人
の
仮
理
事
又
は
特
別
代
理
人

の
選
任
（
第
4
9
条
）

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

2
0

2
0

2
0

2
0

2
0

1
4

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）
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２２

準
学
校
法
人
の
寄
附
行
為
の
変
更
の
認
可

（
第
4
5
条
）

準
学
校
法
人
の
仮
理
事
又
は
特
別
代
理
人

の
選
任
（
第
4
9
条
）

準
学
校
法
人
の
解
散
の
認
可
又
は
認
定

（
第
5
0
条
第
２
項
）

準
学
校
法
人
の
合
併
の
認
可
（
第
5
2
条

第
２
項
）

２
　
準
学
校
法
人
の
組
織
変
更
の
認
可
（
第
6
4

条
第
６
項
）

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

学
術
振
興
課

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

私
立
学
校
審
議
会

へ
の
諮
問
に
要
す

る
期
間
を
除
く
。

2
0

1
4

2
0

2
0

2
0

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

別
表
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
学
校
養
成
所
指
定
規
則
（
昭
和
二
十
六
年

文
部
・
厚
生
省
令
第
一
号
）
の
項
を
削
る
。

別
表
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
の
項
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改

別
表
企
画
振
興
部
市
町
村
課
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
七
年
政
令
第
三
百

五
十
二
号
）
の
項
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
表
企
画
振
興
部
地
域
振
興
課
の
項
を
削
る
。

別
表
健
康
福
祉
部
福
祉
政
策
課
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
の
基
準
（
昭
和
三
十
八
年
厚
生
省
告
示

第
百
五
十
八
号
）
の
項
を
削
る
。

別
表
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
項
及
び
同
表
健
康
福
祉
部
障
害
福
祉
課
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
三
十
一
号
）
の
項
中
「

め
る
。

別
表
生
活
環
境
文
化
部
県
民
文
化
政
策
課
消
費
生
活
協
同
組
合
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百

号
）
の
項
第
二
号
　
中
「
許
可
」
を
「
認
可
」
に
改
め
る
。

別
表
生
活
環
境
文
化
部
県
民
文
化
政
策
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

」
を
削
る
。

別
表
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）

の
項
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、「

」
を
「

」
に
改
め
、「

」
及
び
「

」
を
削
り
、
同
項
第
三
号

か
ら
第
六
号
ま
で
を
削
り
、
同
表
健
康
福
祉
部
医
務
薬
事
課
保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
施
行
令
（
昭

和
二
十
八
年
政
令
第
三
百
八
十
六
号
）
の
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

３
　
准
看
護
師
養
成
所
の
学
則
等
の
変
更
の
承
認
（
第
2
0
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
1
3
条
第
１
項
）

医
務
薬
事
課

3
0

第
1
6
条
第
４
項

第
1
6
条
第
６
項

健
福
祉
審
議
会
へ
の
諮
問
に
要
す
る
期
間
を
除
く
。

秋
田
県
精
神
保

保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法
施
行
令

保
健
婦
助
産
婦
看
護
婦
法

保
健
師
助
産
師
看
護

師
法

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
施
行
令

准
看
護
婦

准
看
護
師

第
1
3
条

第
1
2
条

准
看
護
婦
養
成
所

准
看
護
師
養
成
所

第
2
2
条
第
２
項

第
2
2
条

第
１
項
第
２
号

３
3
0

５
保
健
所

准
看
護
婦
免
許
証

看
護
師
免
許
証

准

（１）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

２３

男
女
共
同
参

画
課

秋
田
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
条
例

（
平
成
1
3
年
秋
田
県
条
例
第
1
6
号
）

秋
田
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
研
修
室
の
使
用

許
可
（
第
２
条
）

男
女
共
同
参

画
課

７
別
表
生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課
温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
項
第
一

号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を
「1

4

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
中
「

別
表
生
活
環
境
文
化
部
国
際
交
流
課
通
訳
案
内
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
十
号
）
の
項

中
「6

0

」
を
「1

4
」
に
改
め
る
。

別
表
生
活
環
境
文
化
部
消
防
防
災
課
の
項
を
削
る
。

」
を
「

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

別
表
生
活
環
境
文
化
部
環
境
政
策
課
特
定
製
品
に
係
る
フ
ロ
ン
類
の
回
収
及
び
破
壊
の
実
施
の
確

保
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
項
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

５
　
第
二
種
特
定
製
品
取
引
業
者
の
登
録
（
第
2
6
条
第
１
項
（
第
1
2
条
第
２
項
及
び
第
1
3
条
第
２
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

６
　
第
二
種
特
定
製
品
取
引
業
者
の
登
録
の
拒
否
（
第
2
7
条
第
１
項
（
第
1
2
条
第
２
項
及
び
第
1
3
条
第
２
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

７
　
第
二
種
特
定
製
品
取
引
業
者
の
登
録
の
取
消
し
又
は
業
務
の
停
止
命
令
（
第
2
8
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
1
7

条
第
１
項
）

８
　
第
二
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
登
録
（
第
3
0
条
第
１
項
（
第
1
2
条
第
２
項
及
び
第
1
3
条
第
２
項
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

９
　
第
二
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
登
録
の
拒
否
（
第
3
1
条
第
１
項
（
第
1
2
条
第
２
項
及
び
第
1
3
条
第
２
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

10
第
二
種
フ
ロ
ン
類
回
収
業
者
の
登
録
の
取
消
し
又
は
業
務
の
停
止
命
令
（
第
3
3
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
1
7
条
第
１
項
）

環
境
政
策
課

環
境
政
策
課

環
境
政
策
課

環
境
政
策
課

環
境
政
策
課

環
境
政
策
課

2
0

2
0

1
0

1
0

2
0

1
0

掘
さ
く

掘
削

第
1
2
条
第
１
項

第
1
3
条
第
１

項
７

第
８
条
第

１
項

第
９
条
第
１
項

２
　
土
地
の
掘
削
等
の
許
可
の
有
効
期
間
の
更
新
（
第
５
条
第
２
項
（
第
９
条
第
２
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
）

自
然
保
護
課

保
　
健
　
所

1
4

３



別
表
農
政
部
農
業
政
策
課
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
八
十
八
号
）

の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
農
政
部
農
業
政
策
課
農
業
委
員
会
等

に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
七
十
八
号
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

２４

農
業
政
策
課

農
林
政
策
課

５
　
温
泉
成
分
分
析
を
行
う
者
の
登
録
（
第
1
5
条
第
１
項
）

自
然
保
護
課

3
0

森
林
法
（
昭
和
2
6
年
法
律
第
2
4
9
号
）

１
　
市
町
村
森
林
整
備
計
画
に
係
る
承
認
（
第

1
0
条
の
５
第
７
項
（
第
1
0
条
の
６
第
４
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

２
　
間
伐
又
は
保
育
に
つ
い
て
の
勧
告
に
係
る
調

停
（
第
1
0
条
の
1
1
第
２
項
）

３
　
分
収
育
林
契
約
の
締
結
に
関
す
る
裁
定
（
第

1
0
条
の
1
1
の
２
）

４
　
森
林
施
業
計
画
に
係
る
認
定
（
第
1
1
条
第

５
項
（
第
1
2
条
第
３
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
並
び
に
第
1
8
条
第
２
項
、
第
1
8
条
の
３

第
３
項
及
び
第
1
8
条
の
４
第
５
項
の
規
定
に

よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
）

５
　
特
定
森
林
施
業
計
画
の
認
定
（
第
1
8
条
の

２
第
３
項
（
第
1
8
の
４
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
場
合
を
含

む
。
）
）

６
　
立
入
調
査
等
の
許
可
（
第
4
9
条
第
６
項
）

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

2
0

6
0

3
0

3
0

6
0

７

別
表
生
活
環
境
文
化
部
自
然
保
護
課
温
泉
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
の
項
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

別
表
農
政
部
農
業
政
策
課
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
の
項
第
一
号
中

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

農
業
政
策
課

農
林
政
策
課



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

２５

別
表
農
政
部
農
業
政
策
課
農
地
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
二
十
九
号
）
の
項
第
四
号
か
ら

第
十
六
号
ま
で
の
規
定
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
表
農
政
部
農
業
政
策
課
農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十

八
号
）
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
　
農
地
転
用
の
許
可
（
第
４
条
第
１
項
）

３
　
転
用
の
た
め
の
農
地
又
は
採
草
放
牧
地
の
権
利
移
動
の
許
可
（
第
５
条
第
１
項
）

農
林
政
策
課

総
合
農
林
事

務
所

農
林
政
策
課

総
合
農
林
事

務
所

市
町
村
農
業

委
員
会

市
町
村
農
業

委
員
会

市
町
村
農
業

委
員
会

市
町
村
農
業

委
員
会

農
業
会
議
の
意
見
聴
取
に
要
す
る

期
間
及
び
国
と
の
協
議
に
要
す
る

期
間
（
1
7
日
）
を
含
む
。

農
業
会
議
の
意
見
聴
取
に
要
す
る

期
間
（
1
5
日
）
を
含
む
。

農
業
会
議
の
意
見
聴
取
に
要
す
る

期
間
及
び
国
と
の
協
議
に
要
す
る

期
間
（
1
7
日
）
を
含
む
。

農
業
会
議
の
意
見
聴
取
に
要
す
る

期
間
（
1
5
日
）
を
含
む
。

3
0

3
0

3
0

3
0

農
業
政
策
課

農
林
政
策
課

農
業
政
策
課

農
林
政
策
課

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等

に
関
す
る
暫
定
措
置
法
（
昭
和
5
4
年
法
律
第
5
1
号
）

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め
の
資
金
の
融
通
等

に
関
す
る
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
5
4
年
政
令
第
2
0
5
号
）

林
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定
（
第
３
条
第
１
項
）

林
業
経
営
改
善
計
画
の
変
更
の
認
定
（
第
１
条
第

１
項
）

農
林
政
策
課

総
合
農
林
事

務
所

農
林
政
策
課

総
合
農
林
事

対
象
と
な
る
森
林

が
二
以
上
の
総
合

農
林
事
務
所
の
所

管
区
域
に
所
在
す

る
場
合
に
限
る
。

対
象
と
な
る
森
林

が
一
の
総
合
農
林

事
務
所
の
所
管
区

域
に
所
在
す
る
場

合
に
限
る
。

対
象
と
な
る
森
林

が
二
以
上
の
総
合

農
林
事
務
所
の
所

管
区
域
に
所
在
す

る
場
合
に
限
る
。

対
象
と
な
森
林

７７７



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

２６

別
表
農
政
部
農
業
政
策
課
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
（
昭
和
五
十
五
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の

項
及
び
農
政
部
農
業
政
策
課
市
民
農
園
整
備
促
進
法
（
平
成
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
農
政
部
農
業
政
策
課
市
民
農
園
整
備
促
進
法
（
平

成
二
年
法
律
第
四
十
四
号
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

総
合
農
林
事

務
所

管
区
域
に
所
在
す

る
場
合
に
限
る
。

対
象
と
な
る
森
林

が
一
の
総
合
農
林

事
務
所
の
所
管
区

域
に
所
在
す
る
場

合
に
限
る
。

７

農

業
政
策
課

農
林
政
策
課

林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
８
年
法

律
第
4
5
号
）

１
　
改
善
措
置
に
つ
い
て
の
計
画
の
認
定
（
第
５

条
）

２
　
改
善
措
置
に
つ
い
て
の
計
画
の
変
更
の
認
定

（
第
６
条
第
１
項
）

３
　
セ
ン
タ
ー
の
指
定
（
第
11条
第
１
項
）

４
　
セ
ン
タ
ー
の
業
務
規
程
の
認
可
（
第
1
9
条

第
１
項
）

５
　
セ
ン
タ
ー
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

の
認
可
（
第
2
0
条
第
１
項
）

農
林
政
策
課

総
合
農
林
事

務
所

農
林
政
策
課

総
合
農
林
事

務
所

農
林
政
策
課

農
林
政
策
課

農
林
政
策
課

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

3
0

1
5

別
表
農
政
部
農
業
政
策
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

農
山
村
振
興

課

国
土
調
査
法
（
昭
和
2
6
年
法
律
第
1
8
0
号
）

成
果
の
認
証
（
第
1
9
条
第
２
項
）

農
山
村
振
興

課

国
へ
の
承
認
申
請

に
要
す
る
期
間

（
4
0
日
）
を
含
む
。

6
0



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

２７

別
表
農
政
部
流
通
経
済
課
山
村
振
興
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
項
、
農
政
部
流
通

経
済
課
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
三
号
）
の
項

及
び
農
政
部
流
通
経
済
課
秋
田
県
農
業
振
興
対
策
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
秋
田
県
規
則
第

二
十
一
号
）
の
項
を
削
る
。

別
表
農
政
部
農
産
園
芸
課
肥
料
取
締
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
表
農
政
部
農
産
園
芸
課
主
要
農
作
物
種
子
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

農
産

園
芸
課

水
田
総
合
利
用
推
進
課

主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安
定
に
関
す
る
法
律
（
平
成

６
年
法
律
第
1
1
3
号
）

１
　
卸
売
業
の
登
録
（
第
3
7
条
第
１
項
）

水
田
総
合
利

用
推
進
課

水
田
総
合
利

用
推
進
課

総
合
農
林
事

務
所

他
の
都
道
府
県
で

既
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者
に
係
る
登

録
に
限
る
。

主
た
る
営
業
所
を

県
外
に
有
し
、
か

つ
、
他
の
都
道
府

県
で
登
録
さ
れ
て

い
な
い
者
に
係
る

登
録
に
限
る
。

主
た
る
営
業
所
を

県
内
に
有
し
、
か

7
7

6
2

6
2

農
山
村
振
興

課

国
土
調
査
法
（
昭
和
2
6
年
法
律
第
1
8
0
号
）

山
村
振
興
法
（
昭
和
4
0
年
法
律
第
6
4
号
）

入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化

の
助
長
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
4
1
年
法
律

第
1
2
6
号
）

成
果
の
認
証
（
第
1
9
条
第
２
項
）

農
林
漁
業
の
経
営
改
善
又
は
振
興
の
た
め
の
計
画

の
認
定
（
第
1
7
条
）

１
　
入
会
林
野
整
備
計
画
の
認
可
（
第
1
1
条
第

１
項
）

２
　
旧
慣
使
用
林
野
整
備
計
画
の
認
可
（
第
2
2

条
第
１
項
）

農
山
村
振
興

課総
合
農
林
事

務
所

農
山
村
振
興

課農
山
村
振
興

課

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

国
へ
の
承
認
申
請

に
要
す
る
期
間

（
4
0
日
）
を
含
む
。

縦
覧
及
び
異
議
の

申
出
に
要
す
る
期

間
（
6
0
日
）
を
含

む
。

6
0

3
0

1
1
0

3
0

1
4

1
4



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

２８

別
表
農
政
部
農
産
園
芸
課
果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
十
五
号
）
の
項

及
び
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
号
）

の
項
を
削
る
。

別
表
農
政
部
畜
産
課
牧
野
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
の
項
、
農
政
部
畜
産
課
家

畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
の
項
、
農
政
部
畜
産
課
家
畜
改
良
増
殖
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
農
林
省
令
第
九
十
六
号
）
の
項
、
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
振
興
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
八
十
二
号
）
の
項
、
農
政
部
畜
産
課
家
畜
取
引
法
（
昭
和
三
十

一
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
の
項
及
び
農
政
部
畜
産
課
養
鶏
振
興
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
四
十

九
号
）
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
表
農
政
部
畜
産
課
動
物
用
医
薬
品
等
取
締
規
則
（
昭
和
三
十
六
年
農
林
省
令
第
三
号
）
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

２
　
小
売
業
の
登
録
（
第
4
3
条
第
１
項
）

３
　
小
売
業
の
変
更
登
録
（
第
4
5
条
第
１
項
）

水
田
総
合
利

用
推
進
課

総
合
農
林
事

務
所

水
田
総
合
利

用
推
進
課

総
合
農
林
事

務
所

つ
、
他
の
都
道
府

県
で
登
録
さ
れ
て

い
な
い
者
に
係
る

登
録
に
限
る
。

主
た
る
営
業
所
を

県
外
に
有
す
る
者

に
係
る
登
録
に
限

る
。

主
た
る
営
業
所
を

県
内
に
有
す
る
者

に
係
る
登
録
に
限

る
。

主
た
る
営
業
所
を

県
外
に
有
す
る
者

に
係
る
登
録
に
限

る
。

主
た
る
営
業
所
を

県
内
に
有
す
る
者

に
係
る
登
録
に
限

る
。

6
2

6
2

2
8

2
8

果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法
（
昭
和
3
6
年
法
律
第
1
5
号
）

果
樹
園
経
営
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
（
第

４
条
）

農
畜
産
振
興

課

総
合
農
林
事

務
所

1
0

７

畜
産
課

農
畜
産
振
興
課



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

２９

別
表
農
政
部
水
産
漁
港
課
小
型
船
舶
の
船
籍
及
び
総
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
二
十

八
年
政
令
第
二
百
五
十
九
号
）
の
項
を
削
る
。

別
表
農
政
部
農
地
計
画
課
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
表
農
政
部
農
地
計
画
課
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年

法
律
第
百
八
十
号
）
の
項
を
削
る
。

別
表
農
政
部
水
産
漁
港
課
の
項
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

別
表
農
政
部
水
産
漁
港
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
農
政
部
水
産
漁
港
課
海
洋
生
物
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
八

年
農
林
水
産
省
令
第
三
十
一
号
）
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

農
地

計
画
課

農
地
整
備
課

漁
港
法

漁
港
漁
場
整
備
法

小
型
漁
船
の
総
ト
ン
数
の
測
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
2
8
年

政
令
第
2
5
9
号
）

１
　
小
型
漁
船
の
総
ト
ン
数
の
測
度
（
第
１
条
第

１
項
、
第
３
項
）

水
産
漁
港
課

3
0

秋
田
ス
ギ
振

興
課

森
林
組
合
合
併
助
成
法
（
昭
和
3
8
年
法
律

第
5
6
号
）

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め

の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

林
業
経
営
基
盤
の
強
化
等
の
促
進
の
た
め

の
資
金
の
融
通
等
に
関
す
る
暫
定
措
置
法

施
行
令

合
併
及
び
事
業
経
営
計
画
の
適
否
の
認
定
（
第
４

条
第
２
項
）

合
理
化
計
画
の
認
定
（
第
４
条
第
１
項
、
第
２
項
）

合
理
化
計
画
の
認
定
（
第
４
条
第
１
項
）

秋
田
ス
ギ
振

興
課

秋
田
ス
ギ
振

興
課

秋
田
ス
ギ
振

興
課

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

７７７

２３３

別
表
農
政
部
畜
産
課
秋
田
県
家
畜
管
理
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
五
号
）
の
項

中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
の
促
進
に
関
す
る
法

律
（
平
成
1
1
年
法
律
第
1
1
0
号
）

１
　
導
入
計
画
の
認
定
（
第
４
条
第
１
項
）

２
　
導
入
計
画
の
変
更
の
認
定
（
第
５
条
第
１
項
）

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

3
0

3
0

畜
産
課

農
畜
産
振
興
課

果
樹
農
業
振
興
特
別
措
置
法
（
昭
和
3
6
年
法
律
第
1
5
号
）

果
樹
園
経
営
計
画
が
適
当
で
あ
る
旨
の
認
定
（
第

４
条
）

農
畜
産
振
興

課

総
合
農
林
事

務
所

1
0

７



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

３０

森
林
組
合
法
（
昭
和
5
3
年
法
律
第
3
6
号
）

１
　
第
1
0
条
の
施
行
に
関
す
る
事
務

信
託
規
程
の
設
定
の
承
認
（
第
１
項
）

信
託
規
程
の
変
更
又
は
廃
止
の
承
認
（
第

３
項
）

２
　
信
託
財
産
を
固
有
財
産
と
す
る
こ
と
の
許
可

（
第
1
2
条
に
お
い
て
準
用
す
る
信
託
法
第
2
2

条
第
１
項
）

３
　
受
託
者
の
解
任
（
第
1
2
条
に
お
い
て
準
用

す
る
信
託
法
第
4
7
条
）

４
　
第
1
9
条
（
第
1
0
9
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

共
済
規
程
の
設
定
の
承
認
（
第
１
項
）

共
済
規
程
の
変
更
又
は
廃
止
の
承
認
（
第

３
項
）

５
　
第
2
4
条
（
第
1
0
9
条
第
１
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

林
地
処
分
事
業
実
施
規
定
の
設
定
の
承
認

（
第
１
項
）

林
地
処
分
事
業
実
施
規
定
の
変
更
又
は
廃

止
の
承
認
（
第
３
項
）

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

秋
田
ス
ギ
振

興
課

秋
田
ス
ギ
振

興
課

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

７７1
5

1
5

７７７７

２２

（
１
）

（
２
）

（
１
）

（
２
）

（
１
）

（
２
）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

３１

森
林
国
営
保
険
法
施
行
令
（
昭
和
2
8
年
政

令
第
2
4
5
号
）

林
業
改
良
指
導
員
資
格
試
験
条
例
（
昭
和

3
3
年
秋
田
県
条
例
第
４
号
）

秋
田
県
林
業
改
善
資
金
貸
付
規
則
（
昭
和

5
1
年
秋
田
県
規
則
第
5
0
号
）

６
　
林
道
事
業
費
用
の
一
部
負
担
の
認
可
（
第

2
5
条
第
１
項
）

７
　
定
款
の
変
更
の
認
可
（
第
6
1
条
第
２
項

（
第
1
0
0
条
第
２
項
及
び
第
1
0
9
条
第
２
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

８
　
設
立
の
認
可
（
第
7
9
条
（
第
1
0
0
条
第
３
項

及
び
第
1
0
9
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
）

９
　
解
散
の
議
決
の
認
可
（
第
8
3
条
第
２
項

（
第
1
0
0
条
第
４
項
及
び
第
1
0
9
条
第
５
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

10
合
併
の
認
可
（
第
8
4
条
第
３
項
（
第
1
0
0
条

第
４
項
及
び
第
1
0
9
条
第
５
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。
）
）

１
　
保
険
契
約
の
申
込
の
承
諾
及
び
保
険
証
書
の

交
付
（
第
４
条
第
１
項
）

２
　
保
険
証
書
の
再
交
付
（
第
５
条
）

３
　
保
険
契
約
の
継
続
申
込
の
承
諾
及
び
保
険
証

書
の
記
載
の
訂
正
（
第
６
条
第
２
項
）

受
験
資
格
者
の
認
定
（
第
４
条
第
４
号
）

１
　
貸
付
け
の
決
定
（
第
８
条
第
１
項
）

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

秋
田
ス
ギ
振

興
課

秋
田
ス
ギ
振

興
課

秋
田
ス
ギ
振

興
課

秋
田
ス
ギ
振

興
課

総
合
農
林
事

務
所

1
5

７1
4

1
0

1
0

５２３７2
0



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

３２

森
林
整
備
課

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律

鳥
獣
保
護
及
狩
猟
ニ
関
ス
ル
法
律
施
行
規

則
（
昭
和
2
5
年
農
林
省
令
第
1
0
8
号
）

森
林
法

２
　
事
業
実
施
期
間
の
延
長
の
承
認
（
第
1
1
条

第
１
項
）

３
　
支
払
猶
予
の
決
定
（
第
1
5
条
第
１
項
）

１
　
第
７
条
第
４
項
の
施
行
に
関
す
る
事
務

狩
猟
免
許
試
験
の
合
格
者
の
決
定

狩
猟
免
許
の
交
付

２
　
狩
猟
者
の
登
録
（
第
８
条
ノ
３
）

３
　
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
等
の
許
可
（
第
1
2
条
第

１
項
）

４
　
ヤ
マ
ド
リ
の
販
売
の
許
可
（
第
1
3
条
ノ
２
）

狩
猟
免
許
等
の
再
交
付
（
第
3
3
条
）

１
　
開
発
行
為
の
許
可
（
第
1
0
条
の
２
第
１
項
）

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

森
林
整
備
課

総
合
農
林
事

務
所

森
林
整
備
課

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

森
林
整
備
課

総
合
農
林
事

務
所

森
林
整
備
課

総
合
農
林
事

務
所

県
外
居
住
者
に
係

る
登
録
に
限
る
。

県
内
居
住
者
に
係

る
登
録
に
限
る
。

県
外
居
住
者
の
免

状
等
に
限
る
。

県
内
居
住
者
の
免

状
等
に
限
る
。

1
0

1
0

８８８８７３１１7
0

1
0

（
１
）

（
２
）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

３３

２
　
保
安
林
の
指
定
（
第
2
5
条
第
１
項
第
４
号

か
ら
第
1
1
号
ま
で
）

３
　
保
安
林
の
指
定
の
解
除
（
第
2
6
条
第
１
項
、

第
２
項
）

４
　
第
3
4
条
の
施
行
に
関
す
る
事
務
（
第
4
4
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）

立
木
の
伐
採
の
許
可
（
第
１
項
）

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

森
林
整
備
課

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

農
林
水
産
部
審
査

委
員
会
に
係
る
も

の
及
び
国
又
は
他

部
局
と
の
調
整
を

必
要
と
す
る
も
の

に
限
る
。
代
替
施

設
設
置
の
確
認
に

要
す
る
期
間
を
除

く
。

農
林
水
産
部
審
査

委
員
会
に
係
る
も

の
及
び
国
又
は
他

部
局
と
の
調
整
を

必
要
と
す
る
も
の

を
除
く
。
代
替
施

設
設
置
の
確
認
に

要
す
る
期
間
を
除

く
。

皆
伐
に
よ
る
立
木

の
伐
採
に
あ
た
つ

て
は
、
森
林
法
施

行
令
（
昭
和
2
6
年

政
令
第
2
7
6
号
）

8
0

9
0

8
0

9
0

3
0

1
0

（
１
）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

３４

林
業
種
苗
法
（
昭
和
4
5
年
法
律
第
8
9
号
）

県
営
林
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
3
8
年
秋
田

県
条
例
第
1
4
号
）

県
営
林
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和

5
2
年
秋
田
県
規
則
第
1
3
号
）

立
木
の
伐
採
等
の
許
可
（
第
２
項
）

１
　
生
産
事
業
者
の
登
録
（
第
1
0
条
第
３
項
）

２
　
第
1
3
条
の
施
行
に
関
す
る
事
務

生
産
事
業
者
の
登
録
証
の
書
換
え
交
付

（
第
１
項
）

生
産
事
業
者
の
登
録
証
の
再
交
付
（
第
２

項
）

３
　
種
苗
の
証
明
（
第
20条
第
１
項
）

林
産
物
の
無
償
採
取
の
許
可
（
第
４
条
、
第
９
条
、

第
1
1
条
）

１
　
県
有
林
貸
付
け
の
許
可
（
第
９
条
第
２
項
）

２
　
造
林
地
の
転
貸
の
許
可
（
第
1
7
条
第
２
項

に
お
い
て
準
用
す
る
第
９
条
第
２
項
）

３
　
造
林
地
の
処
分
の
承
認
（
第
1
8
条
）

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

総
合
農
林
事

務
所

森
林
整
備
課

市
　
町
　
村

総
合
農
林
事

務
所

第
４
条
の
２
第
２

項
の
申
請
期
間
満

了
後
と
す
る
。

2
0

1
0

７７6
0

７1
0

1
0

７
７

（
２
）

（
１
）

（
２
）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

３５

別
表
産
業
経
済
労
働
部
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
採
石
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
十
一
号
）

の
項
第
一
号
中
「

」
を
「1

5

」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「

」
を
「3

0

」
に
改
め
、
同
項
第

三
号
及
び
第
四
号
中
「1

5

」
を
「6

0

」
に
改
め
る
。

別
表
建
設
交
通
部
建
設
管
理
課
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に

加
え
る
。

別
表
農
政
部
の
項
課
の
欄
中
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を

「

」
に
、
「

」
を
「

」
に
、
「

」
を

「

」
に
改
め
る
。

別
表
中
林
務
部
の
項
を
削
る
。

別
表
産
業
経
済
労
働
部
産
業
経
済
政
策
課
商
工
会
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
八
十
九
号
）
の
項

第
二
号
及
び
第
四
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中

別
表
建
設
交
通
部
建
設
管
理
課
建
設
機
械
抵
当
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
九
十
七
号
）
の
項
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第

八
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、

同
項
第
七
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
八
号

と
し
、
同
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

農
業
政
策
課

水
田
総
合
利
用
推
進
課

農
地
整
備
課

5
７

畜
産
課

農
畜
産
振
興
課

農
地
計
画
課

農
林
政
策
課

農
産
園
芸
課

第
4
2
条
第
３
項

第
4
2
条
第
５
項

第
5
5
条
の
1
8
第
６
項

第
5
5
条
の
1
8
第
４
項

第
5
8
条
第
４
項

第
5
5
条
の
1
8
第
４
項

第
5
8
条
第
４
項

第
5
8
条
第
６
項

５
　
商
工
会
の
合
併
の
認
可
（
第
5
2
条
の
２
第
２
項
、
第
４
項
）

産
業
経
済
政

策
課

1
4

不
動
産
の
鑑
定
評
価
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
3
8
年
法
律
第

1
5
2
号
）

１
　
第
2
2
条
の
施
行
に
関
す
る
事
務

不
動
産
鑑
定
業
者
の
登
録
（
第
１
項
）

不
動
産
鑑
定
業
者
の
更
新
の
登
録
（
第
３

項
）

２
　
不
動
産
鑑
定
業
者
の
登
録
換
え
（
第
2
6
条

第
１
項
）

３
　
不
動
産
鑑
定
業
者
の
変
更
の
登
録
（
第
2
7

条
第
１
項
）

建
設
管
理
課

建
設
管
理
課

建
設
管
理
課

建
設
管
理
課

７７７７

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
4
9
年
法
律
第
9
2
号
）

第
1
4
条
の
施
行
に
関
す
る
事
務

（
１
）

（
２
）



平成14年 4月 1日（月曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 5号

３６

別
表
中
「

」
を
「

」
に
改
め
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
利
用
計
画
法
（
昭
和
4
9
年
法
律
第
9
2
号
）

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
3
2
年
政
令
第
4
3
号
）

第
1
4
条
の
施
行
に
関
す
る
事
務

土
地
売
買
等
の
契
約
の
許
可
（
第
1
4
条

第
１
項
）

予
定
対
価
の
額
等
の
変
更
に
よ
る
土
地

売
買
等
の
契
約
の
許
可
（
第
1
4
条
第
１
項
）

特
定
住
宅
用
地
の
譲
渡
の
認
定
（
第
1
8
条
の
５

第
1
1
項
、
第
3
8
条
の
５
第
８
項
）

建
設
管
理
課

建
設
管
理
課

建
設
管
理
課

市
　
町
　
村

市
　
町
　
村

4
1

4
1

4
1

農
政
部

農
林
水
産
部

（
１
）

（
２
）

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


